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・患者の CT 撮影および３次元画像構築 
 まず始めに、診断用テンプレートを口腔内に装着した患者の CT 撮影を行った。得られた DICOM データを、ソフ







・サージカルガイドの CAD/CAM 作製 
 シミュレーション後の３次元骨像上でサージカルガイドの CAD データを作製した。得られた CAD データを再度
【12】
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・豚下顎骨の CT 撮影および３次元画像構築 
 位置合わせ用石膏ジグを骨表面に固定し CT 撮影を行い、３次元画像構築を行った。 
・シミュレーションおよび作製したサージカルガイドによる埋入窩形成 
 サージカルガイド交換方式、ドリルガイドチューブ交換方式、コントロール群とそれぞれ各 10 本ずつ実験を行っ
た。なお、コントロール群では、最初のドリルのみをガイドし、その後の拡大はフリーハンドで行った。 
・精度評価 
 埋入窩形成後の豚下顎骨を再度 CT 撮影し、術前と同様に３次元画像構築を行った。術前後の画像を骨表面に固定
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究では、近年多様化する口腔インプラント治療において、術前の治療計画に沿ったコンピュータシミュレーシ
ョン、およびそれに従い安全かつ正確な手術を実現する新たな方法で製作された高精度サージカルガイドによる手術
支援システムを開発した。 
 開発したシステムの信頼性を豚下顎骨を用いた埋入窩形成精度検証、および臨床例でのインプラント埋入精度検証
により評価した。生じた誤差は報告された他のシステムと比較して小さく、臨床上十分有用であると考えられた。 
 以上の結果より、開発したインプラント術前シミュレーションおよび手術支援システムは、安全かつ正確な手術の
実現に有効であると考えられ、本研究は博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
